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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ゴルフバッグであって、
　頂端と底端とを有する略筒状のボディと、
　そのボディに取り付けられている自動伸張スタンドとを備えており、
　前記自動伸張スタンドは、第１足部材と第２足部材とを有しており、
　前記第１足部材及び前記第２足部材はそれぞれ、上側部分と、中間部分と、下側部分と
を有しており、
　前記第１足部材及び前記第２足部材の前記上側部分はそれぞれ、前記頂端近傍のボディ
に枢設している上端を有するとともに、第１長手方向軸を含んでおり、
　前記第１足部材及び前記第２足部材の前記下側部分はそれぞれ、第２長手方向軸を含ん
でおり、その第２長手方向軸は前記第１長手方向軸に平行であり、且つ前記第１長手方向
軸に対して半径方向外側にオフセットされており、
　前記中間部分は、前記上側部分と下側部分を堅固に結合しており、
　前記第１足部材は、第１回転軸と第１回転面とを定義付ける第１枢動機構によって前記
ボディに枢設しており、
　前記第２足部材は、第２回転軸と第２回転面とを定義付ける第２枢動機構によって前記
ボディに枢設しており、
　前記第１回転軸と前記第２回転軸は、非平行であり、
　前記自動伸張スタンドはさらに、前記第１足部材及び前記第２足部材を退避位置から展
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開位置に移動させるアクチュエータロッドを有しており、
　前記アクチュエータロッドは、前記ボディの底端に結合している下端と、前記第１足部
材の中間部位に結合している第１上端と、前記第２足部材の中間部位に結合している第２
上端とを有しており、
　前記アクチュエータロッドは、前記ボディが垂直位置から傾斜位置に移動すると、前記
第１足部材及び第２足部材を退避位置から展開位置に移動させるゴルフバッグ。
【請求項２】
　前記第１足部材の上側部分は、前記第２足部材の上側部分から隔てられている請求項１
に記載のゴルフバッグ。
【請求項３】
　前記第１足部材の上側部分と第２足部材の上側部分は、退避位置において略平行であり
、展開位置において非平行である請求項１又は２に記載のゴルフバッグ。
【請求項４】
　前記ボディは、前記ボディの一方の側面に沿って前記頂端から前記底端にまで伸びてい
る略剛体のスパインを有するとともに、柔軟で繊維で形成されたスリーブを有しており、
　前記ボディはさらに、前記略剛体のスパインとは反対側に部分的に折り畳み可能な側面
を有している請求項１～３のいずれか一項に記載のゴルフバッグ。
【請求項５】
　前記ボディは、前記ボディの前記頂端に設けられているリング状部材を有するスロート
を備えており、
　前記第１回転軸と前記第２回転軸は、そのスロートに対して接するように設けられてい
る請求項１～４のいずれか一項に記載のゴルフバッグ。
【請求項６】
　前記スロートは、複数のゴルフクラブを所定のグループに分離する複数の分離部を有す
る請求項５に記載のゴルフバッグ。
【請求項７】
　前記アクチュエーターロッドは、Ｕ字状のロッド部材を有する請求項１～６のいずれか
一項に記載のゴルフバッグ。
【請求項８】
　ゴルフバッグであって、
　頂端と底端とを有する略筒状のボディと、
　そのボディに取り付けられている自動伸張スタンドとを備えており、
　前記ボディは、前記ボディの一方の側面に沿って前記頂端から前記底端にまで伸びてい
る略剛体のスパインを有するとともに柔軟で繊維で形成されたスリーブと、前記略剛体の
スパインとは反対側に部分的に折り畳み可能な側面と、を有しており、
　前記自動伸張スタンドは、前記ボディの頂端近傍に枢設している第１足部材及び第２足
部材を有しており、
　前記第１足部材及び第２足部材のそれぞれは、屈曲した中間部分によって結合している
上側部分と下側部分を有する細長い略Z字状部材を有しており、
　前記第１足部材及び第２足部材の前記第上側部分の長手方向軸はそれぞれ、対応する前
記下側部分の長手方向軸よりも前記ボディ側にオフセットしており、
　前記第１足部材の前記上側部分と下側部分は、同一面内に存在しており、
　前記第２足部材の前記上側部分と下側部分は、同一面内に存在しており、
　前記第１足部材は、第１回転軸と第１回転面とを定義する第１枢動機構によってボディ
に枢設しており、
　前記第２足部材は、第２回転軸と第２回転面とを定義する第２枢動機構によってボディ
に枢設しており、
　前記第１回転軸と第２回転軸は非平行であり、
　前記自動伸張スタンドはさらに、アクチュエータロッドを有しており、
　前記アクチュエータロッドは、前記ボディの底端に結合している下端と、前記第１足部
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材の中間部位に結合している第１上端と、前記第２足部材の中間部位に結合している第２
上端とを有しており、
　前記アクチュエータロッドは、前記ボディが垂直位置から傾斜位置に移動すると、前記
第１足部材及び第２足部材を展開させるゴルフバッグ。
【請求項９】
　前記第１足部材の上側部分は、前記第２足部材の上側部分から隔てられている請求項８
に記載のゴルフバッグ。
【請求項１０】
　前記第１足部材の上側部分の長手方向軸と第２足部材の上側部分の長手方向軸は、退避
位置において平行であり、展開位置において非平行である請求項８又は９に記載のゴルフ
バッグ。
【請求項１１】
　ゴルフバッグであって、
　頂端と底端とを有するボディと、
　そのボディに取り付けられている自動伸張スタンドと、
　アクチュエータロッドと、を備えており、
　前記自動伸張スタンドは、退避位置から展開位置に移動可能な第１足部材及び第２足部
材を有しており、
　前記第１足部材及び第２足部材はそれぞれ、上側部分と、中間部分と、下側部分とを有
しており、
　前記上側部分は、前記頂端近傍のボディに枢設している上端を有するとともに、第１長
手方向軸を含んでおり、
　前記下側部分は、第２長手方向軸を含んでおり、その第２長手方向軸は前記第１長手方
向軸に平行であり、且つ前記第１長手方向軸に対して半径方向外側にオフセットされてお
り、
　前記中間部分は、前記上側部分と前記下側部分を堅固に結合しており、
　前記アクチュエータロッドは、前記ボディが垂直位置から傾斜位置に移動すると、前記
第１足部材及び前記第２足部材を退避位置から展開位置に移動させており、
　前記アクチュエータロッドは、前記ボディの底端に結合している下端と、前記第１足部
材の中間部位に結合している第１上端と、前記第２足部材の中間部位に結合している第２
上端とを有しており、
　前記第１足部材の上側部分と第２足部材の上側部分は、退避位置において平行であり、
展開位置において非平行であるゴルフバッグ。
【請求項１２】
　前記ボディは、略筒状である請求項１１に記載のゴルフバッグ。
【請求項１３】
　前記第１足部材の下側部分と第２足部材の下側部分は、退避位置と展開位置において非
平行である請求項１１又は１２に記載のゴルフバッグ。
【請求項１４】
　前記アクチュエータロッドは、前記第１足部材及び第２足部材の上側部分に設けられて
いるカラーに結合している請求項１１～１３のいずれか一項に記載のゴルフバッグ。
【請求項１５】
　前記第１足部材及び前記第２足部材はそれぞれ、略Z字状である請求項１１～１４のい
ずれか一項に記載のゴルフバッグ。
【請求項１６】
　前記ボディは、前記ボディの一方の側面に沿って前記頂端から前記底端にまで伸びてい
る略剛体のスパインを有するとともに柔軟で繊維で形成されたスリーブと、前記略剛体の
スパインとは反対側に部分的に折り畳み可能な側面と、を有している請求項１１～１５の
いずれか一項に記載のゴルフバッグ。
【請求項１７】
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　前記第１足部材及び第２足部材の上側部分は、前記ボディの前記頂端に設けられている
リング状部材に枢設している請求項１１～１６のいずれか一項に記載のゴルフバッグ。
【請求項１８】
　前記第１足部材と前記第２足部材はそれぞれ、一体成形されたチューブ状部材を有して
いる請求項１１～１７のいずれか一項に記載のゴルフバッグ。
【請求項１９】
　前記アクチュエータロッドは、Ｕ字状のロッド部材を有する請求項１１～１８のいずれ
か一項に記載のゴルフバッグ。
【請求項２０】
　前記ボディは、前記ボディの前記頂端に設けられているリング状部材を有するスロート
を備えており、
　前記スロートは、複数のゴルフクラブを所定のグループに分離する複数の分離部を有す
る請求項１１～１９のいずれか一項に記載のゴルフバッグ。
 
 
 
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ゴルフ道具に関する。本発明は特に、スタンドを有するゴルフバッグに関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　スタンド付きゴルフバッグが広く知られている。広く知られたスタンド付きゴルフバッ
グの一例が、特許文献１に開示されている。このゴルフバッグは、軽量繊維ボディを備え
ている。軽量繊維ボディの頂端と底端には、剛体部材が設けられている。頂端と底端の剛
体部材は、ボディの長手方向に沿って伸びている剛体のスパインを介して結合している。
スパインは、ボディの一方の側の側面のみを支えている。このため、ボディの反対側の側
面は、少なくとも部分的に折り畳み可能である。ゴルフバッグスタンドは、ボディの折り
畳み可能な側面に設けられているとともに、一組の足部材を有していることを特徴として
いる。この特徴によって、ゴルフバッグスタンドの作用が発揮される。足部材の上端は、
ボディの頂端にある剛体部材に枢設している。略Ｕ字状の形状であるアクチュエータロッ
ドは、ボディの底端にある剛体部材に枢設している。アクチュエータロッドの自由端は、
足部材の上端と下端の間の一部に枢設している。
【０００３】
　ゴルフバッグが通常の状態、即ち、筒状の形状であれば、ボディの頂端と底端の間の距
離が最大となる。例えば、運搬時のような場合に、ボディの頂端と底端の間の距離は最大
となる。この場合、足部材は、ボディに引き寄せられるとともに堅固に保持される。これ
により、ゴルファーがゴルフバッグを運搬するときに、足部材が邪魔になることがない。
【０００４】
【特許文献１】米国特許第４８３４２３５号明細書
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ゴルファーがゴルフバッグをセットする場合、ゴルフバッグの底端を地面に接地してか
ら僅かに傾けるという単純で自然な動作によって、ゴルフバッグの部分的折り畳み可能な
側面が折り畳まれ、スタンドの足部材が自動的に伸長された状態になる。一組の足部材の
枢軸のそれぞれは、ゴルフバッグのスロートに対してほぼ接するように設けられている。
したがって、一組の足部材が展開すると、一組の足部材のそれぞれが外側に向けて斜めに
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広がるので、一組の枢軸が平行に設けられている場合よりも、より安定した三脚を提供す
る。枢動機構が設けられている位置をより離すと、一組の足部材の斜角が増加し、安定性
もさらに増大する。しかしながら、枢動機構が設けられている位置をより離すと、アクチ
ュエータの機構に係る利点が悪化してしまう。斜角の増大によって足部材が長くなれば、
足部材がバッグの底面を越えるほど伸びてしまい、自動的な展開機構を妨げてしまう。し
たがって、枢動機構の斜角を増大すること及び退避位置の足部材の長さが実質的に増大す
ることなく、展開したときにより広い軌道を有する自動伸張型バッグスタンドを有するゴ
ルフバッグを提供することは重要である。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、伸張可能スタンドを有するゴルフバッグを提供する。本発明の実施例に示す
ように、ゴルフバッグは、略筒状のボディと、そのボディに取り付けられている伸張可能
スタンドを備えている。伸張可能スタンドは、足部材と連携する。足部材は、足部材の枢
動機構の斜角を増加させることなく足部材が展開したときに安定性を増加させる屈曲部を
備えている。その屈曲部は、足部材がボディの側面の周囲に折り畳まれるのを可能にし、
従来のゴルフバッグスタンドよりもコンパクトに足部材を折り畳むことを可能にする。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明のゴルフバッグによると、枢動機構の斜角を増大すること及び退避位置の足部材
の長さが実質的に増大することなく、足部材が展開したときに安定な状態を得ることがで
きる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　図１～３に示すように、ゴルフバッグ１０は、略筒状（スリーブ状）のボディ１２を備
えている。ボディ１２は、ナイロンあるいは他の軽量繊維で形成されているのが好ましい
。このため、ボディ１２は、柔軟で曲がり易いのが好ましい。スロート１４のようなリン
グ状部材がボディ１２の頂端１６に縫合されている。あるいは、スロート１４のようなリ
ング状部材は、他の方法を用いてボディ１２の頂端１６に取り付けられていてもよい。ス
ロート１４は、ゴルフクラブを所定のグループ毎に分離できるようにデザインされている
。ゴルフクラブは、そのスロート１４を通してゴルフバッグ１０に挿入するとともに取り
出すことができる。剛体のボトム１８は、ボディ１２の底端に同様の方法を用いて取り付
けられている。スロート１４とボトム１８はいずれも、鋳物であることが好ましい。これ
に代えて、スロート１４とボトム１８はいずれも、従来技術でよく知られている適切な合
成樹脂を用いて形成されていても良い。ゴルフバッグ１０はさらに、ショルダーストラッ
プ２２、取手２４、アクセサリポケット２６等の様々な他の特徴を備えていてもよい。略
剛体のスパイン２８は、スロート１４とボトム１８を相互に結合しており、スロート１４
とボトム１８の間の空間を維持している。この空間によって、スロート１４とボトム１８
の間に距離が確保されている。スパイン２８は、木材、繊維ガラスで形成することができ
る。あるいは、スパイン２８は、他の適切な硬い軽量部材で形成してもよい。スパイン２
８の下端とボトム１８は、スパイン２８がボトム１８に対して回動可能となるように枢設
している。スパイン２８の下端とボトム１８は、枢動機構のような手段でも良いし、ある
いは枢動機構を形成する柔軟性のある材料を利用した手段で結合していても良い。上述し
たように、スパイン２８はゴルフバッグ１０の一方の側にのみ沿って伸びている。このた
め、スパイン２８に対して反対側のボディ１２の側面は、部分的に折り畳み可能である。
したがって、ボトム１８を地面の上に置くと、図１の矢印Ａに示すように、ゴルフバッグ
１０はこの折り畳み可能な側面に向けて折り畳まれようとする。
【０００９】
　ゴルフバッグ１０はさらに、U字状のアクチュエータロッド３４を有する自動伸張スタ
ンドを備えている。アクチュエータロッド３４の下端は、ボトム２０に取り付けられてい
るベアリング（図示されていない）に結合している。アクチュエータロッド３４は、上方
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に向けて伸びている２つのアーム３８，４０を備えている。アーム３８，４０の上端は、
足部材４６，４８に形成されているカラー４２，４４に枢設している。カラー４２，４４
は、足部材４６，４８の上端と下端の間の中間部に設けられている。足部材４６，４８の
上端もまた、スロート１４に取り付けられている枢動機構に枢設している。この例では、
枢動機構はベアリング５０，５２が用いられている。
【００１０】
　図４に詳細に示すように、足部材４６は、カラー４２が取り付けられる上側部分５４と
、下側部分５６を備えている。上側部分５４と下側部分５６はそれぞれ、長手方向軸５８
，６０を備えている。下側部分５６の長手方向軸５８と上側部分５４の長手方向軸６０は
平行であり、両者は同一の面６２内に存在している。面６２はまた、ベアリング５０の回
転軸６４を含んでいる。上側部分５４と下側部分５６は、屈曲した中間部分６６を介して
強固に結合している。屈曲中間部分６６は、長手方向軸６８を備えており、その長手方向
軸６８もまた面６２内に存在している。足部材４８は足部材４６と実質的に同一の形態を
有しているので、説明を割愛する。
【００１１】
　ゴルフバッグ１０が図２に示す状態の場合、例えば、運搬されている場合や上方に持ち
上げられた場合には、ゴルフバッグ１０は、円筒状の形態になる。そのような状態では、
ボトム１８がアクチュエータロッド３４を介して足部材４６，４８に作用することによっ
て、足部材４６，４８はボディ１２の側面に引き寄せられるように折り畳まれ、退避位置
にセットされ、これにより邪魔にならない状態で保持される。図１及び図２に示すように
、足部材４６，４８の屈曲が、枢軸５０，５２を含む面と同一面に存在しているので、Ｚ
字状の足部材４６，４８はボディ１２の周囲に折り畳まれ、邪魔にならない状態で保持さ
れる。図２に示すように、足部材４６の上側部分５４と足部材４８の上側部分５４ａは、
退避位置において平行である。足部材４６の下側部分５６と足部材４８の下側部分５６ａ
は、退避位置において非平行である。ゴルフバッグ１０が地面に置かれて僅かに傾けられ
ると、ボディ１２の折り畳み可能な部分が折り畳まれ、アクチュエータロッド３４は足部
材４６，４８を展開位置にまで移動させる。図３に示すように、足部材４６の上側部分５
４と足部材４８の上側部分５４ａは、展開位置において非平行である。足部材４６の下側
部分５６と足部材４８の下側部分５６ａは、展開位置において非平行である。
【００１２】
　一組のベアリング５０，５２がスロート１４に対してほぼ接するように設けられており
、それ故に非平行である。したがって、一組の足部材４６，４８が展開すると、ベアリン
グ５０の軸とベアリング５２の軸の間の角度によって決定される所定量に基づいて、足部
材４６，４８がそれぞれ外側に向けて広がる。足部材４６，４８が直線状であれば、図３
に示すように、その斜角によって得られるのは所定幅ｄ１である。下側部分５６，５６ａ
は、ボディ１２の長手方向軸に対して上側部分５４，５４ａから半径方向外側に向けてオ
フセットされている。このため、足部材４６，４８の姿勢は、図３に示す所定幅ｄ２にま
で広がる。これは、アクチュエータ３４と足部材４６，４８の動作ライン間のオフセット
「ｘ」を増加させることなく、実現することができる。アクチュエータ３４と足部材４６
，４８の動作ライン間のオフセット「ｘ」が増加すると、アクチュエータの機構的な利点
を悪化させ、困難な状況に直面する。一方、足部材４６，４８のユニークな形態によって
、アクチュエータのオフセット距離「ｘ」を許容範囲内に収めながら、更なる安定性が得
られている。
【００１３】
　以上、本発明の具体的な形態や方法を詳細に説明したが、これらは例示に過ぎず、この
発明の要旨を逸脱しない範囲で種々の変形例や改良例が実施可能であることは当業者であ
れば言うまでもない。また、本明細書または図面に説明した技術要素は、単独であるいは
各種の組合せによって技術的有用性を発揮するものであり、出願時請求項の記載、あるい
はそれら記載の組合せに限定されるものではない。また、本明細書または図面に例示した
技術は複数目的を同時に達成し得るものであり、そのうちの一つの目的を達成すること自
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体で技術的有用性を持つものである。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の特徴が組み込まれているゴルフバグの斜視図を示す。
【図２】退避位置のスタンドを有する図１のゴルフバッグの要部概要図を示す。
【図３】展開位置のスタンドを有する図１のゴルフバッグの要部概要図を示す。
【図４】本発明特徴が組み込まれているスタンドの足部材の斜視図を示す。
【符号の説明】
【００１５】
１０：ゴルフバッグ
１２：ボディ
１４：スロート
１８：ボトム
２８：スパイン
３４：アクチュエータロッド
３８，４０：アーム
４６，４８：足部材
５０，５２：ベアリング
５４，５４ａ：上側部分
５６，５６ａ：下側部分
６６：中間部分

【図１】 【図２】
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